書式例４
使用貸借契約書

　

　△△　△△を甲とし、特定非営利活動法人「○○○○」を乙として甲又は甲の同居親族が提供する自家用自動車の自動車使用貸借に関して次のとおり契約を締結する。

第1条　本契約の目的である自動車（以下「自動車」という。）は次のとおりとし、乙が行う自家用有償旅客運送（福祉有償運送）事業（以下「福祉有償運送事業」という。）に対して、甲が運転者として同事業への協力を行うことを条件とした上で甲から乙に無償で、これを貸与し、乙はこれを借り受ける。

1、 平成18年式　×××（車両登録番号　広島○○○　か　○○○）　1台

第2条 乙は、自動車に対し、乙が行う福祉有償運送事業に伴う、その毀損、盗難、紛失、火災、被詐取その他一切の事故によって生ずるおそれのある損害を補填するのに必要な保険を付する。

　　２　ただし、甲は、甲が任意で加入する保険が、当該福祉有償運送事業においても適用となることを加入保険会社××に確認したうえで、使用することを承諾する。

第3条 乙は、自動車に対し、乙が行う福祉有償運送事業において、自動車によって他人（搭乗者を含む）に加えた損害については、その賠償にあたり、対人賠償額が無制限、対物賠償額が1,000万円（免責額を除く。）以上の任意保険を付する。

２　ただし、甲は、甲の加入する任意保険が、当該福祉有償運送事業においても適用となることを加入保険会社××に確認したうえで、使用することを承諾する。

第４条　乙は、福祉有償運送事業の管理及び運営、特に事故発生、苦情等への対応について責任の一切を負う。

第5条 乙は甲の承諾なく自動車の現状を変更し、これに諸物件を付加しあるいは機関又は車体に付した登録番号、番号、氏名、商標、証明番号、又は証明符番号等を除去、抹消又は隠蔽してはならない。

第6条 乙は自動車を他に質入又は第三者に貸与及び使用せしめる等法律上、事実上、甲を害する一切の行為をしてはならない。また、自動車の使用保管には善良な管理者の注意を用いなければならない。

第７条　自動車の使用貸借期間は令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までとする。

上記契約を証するため本契約書を作成し各自記名捺印のうえ、各1通を保有するものとする。

令和　　年　　月　　日　　
　甲　広島市××区××町××番地　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△　△△　　　　　　印　
乙　広島市□□区□□町□□番地　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人○○○○　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　□□□□　　　印
（使用する車両の所有者が、甲の同居親族である場合、以下に記載。）

車両所有車　広島市××区××町××番地　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△　△△　　　　　　印　　

（使用する車両の所有者が、運転会員の同居親族である場合）

使　用　承　諾　書
　下記の車両を氏　名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、【運送主体】名　称　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　が行う有償輸送に使用することを承諾します。
記
自動車登録（車両）番号：　　　　　　　　　　　　　　
　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　住　所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　氏　名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
